




















■日程  2006年11月11日(土)12時開始 17時終了 
■場所  京都大学経済学部大会議室(時計台キャンパス総合研究棟2階) 




京都大学経済学部 教授      塩地 洋   自動車産業の発展戦略と制約条件 
         ――民族系メーカーを中心に―― 
元本田技研工業中国業務室 主幹   山口安彦  産業政策と五カ年計画の指向するところ 
         ――「自主創新」への流れをたどる―― 
京都大学大学院経済学研究科博士課程 李 澤建   奇瑞と吉利の車種開発戦略 
現代文化研究所中国研究室 主任研究員 廖 静南   外資合弁系･民族系乗用車メーカーの競争力
比較分析        ――補完関係から競合関係になるか―― 
J.D.パワー･アジアパシフィック   木本 卓   ＶＯＣ視点から見る車両品質の現状 
部長 J.D.パワーシンガポール事務所  ――ＩＱＳ(初期品質調査)からのインプリケーション―― 
東京大学社会科学研究所 教授 丸川知雄  サプライヤー関係から見た民族系メーカーの競争力 
大阪商業大学総合経営学部 助教授 孫飛舟    奇瑞と吉利の流通ネットワーク戦略 
［終了後懇親会］ 








日本大学国際関係学部講師 中川 十郎 














生産され、インドネシアの Grasberg 銅鉱山（27.7 億トン）についで 23 億トンの世界最大クラス
の銅鉱山となるとみられる。フェーズ１では2009年に生産開始目標で、日産85,000トン、フェー
ズ 2 では 2011 年に 140,000 トンの生産を予定している。初期投資を 13.27 億ドルを予定。当初は
露天掘りで、そのあと構内掘りに入る。35年間で銅1500万トン、金340トンの生産を目指してい
る。2002－2043 の蒙古経済に及ぼす経済効果は実質経済効果を 34.3％引き上げ、117,000 人の雇
用機会を創出。10.3％の雇用が増加すると Ivanhoe社は予測している。 






Corporate Social Responsibility=企業の社会的責任）の典型的企業との認識を強くした。 
 銅の輸出は国境からの 80 キロの中国向けが有望視され、当初は80－300 トントラックで輸送。
将来は鉄道 270 キロの連結鉄道の建設も必要となろうとの見方である。70 キロ北東の Tavan 
Tolgoiには50億トンの石炭の埋蔵が確認されており、年産40万キロワットの火力発電所の建設が
計画されている。ODA最大の供与国である日本の官民の積極的な対応が望まれる次第だ。 
 最終日の 25 日は通産省を中心とする蒙古政府関係者も出席し、日本―蒙古経済会議が通産省で
開催され、終日、熱のこもった討議が行なわれた。後半の会議にはBazarsad通産大臣も出席され、
長時間討論に参加された。 










































１） On Line でのソフトウエアーの開発、ならびに輸出 
２） Distance Learning Systemの開発による遠隔地教育の振興 
３） Telephone Serviceを活用した、ビジネスの振興 
４） Telemedicineを活用した遠隔治療の振興 
５） ハイファッション･カシミールの衣服、製品開発など伝統的産業の高付加価値化と輸出開拓 
６） Coal Gasificationの実現による、環境保全、効率的輸送体制の確立 






















 末筆ながら、蒙古政府関係者、Oyu Tolgoi 銅鉱山を案内いただいた Ivanhoe 社 Munkhbat
副社長はじめ関係各位、特に忙しい合間に 25 日の昼食時時間を割いて SCO、WTO, FTA
などを中心に蒙古の対外通商戦略について打合せさせていただいたEnkhbold通商局長に深
甚の謝意を表する次第です。                                           以上 
